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　本日開催の当社取締役会決議に基づき、下記のとおり合板製造工場の稼働停止を決定いたしました

ので、お知らせいたします。

記

１． 閉鎖事業所の概要

（１） 名 称         　　　南海プライウッド株式会社  
ごうとう

郷東工場

（２） 所 在 地               香川県高松市郷東町字乾新開７９６番地６５

（３） 停 止 期 日               平成 14 年 3 月 20 日（参考:開設は昭和 43 年 10 月）

（４） 主 な 生 産 品 目               薄物特殊合板

                                当社志度工場にて生産する製品の基材として使用する合板を製造

（５）生 産 量         　　　薄物 2.3 ﾐﾘ厚換算月産 80 万枚

 （参考:最盛期(昭和 45 年頃)は月産 100 万枚）

（６）保 有 資 産         　　　帳簿価額 771 百万円（平成 14 年 3 月末予想帳簿価額）

(内訳:土地 56 百万円、建物 56 百万円、機械装置 655 百万円、他)

（７）従 業 員 数         　　　１１３名（平成 13 年 10 月末現在、当社従業員の約 20％）

２． 閉鎖の理由および今後の方針

　長引く景気の低迷により、国内の新設住宅着工戸数が減少傾向にあることに加え、住宅仕様の

洋風化に伴い郷東工場が得意とする薄物合板を基材とした和室天井板の需要が減り、東南アジア

から輸入する安価な合板の台頭もあって、このまま国内で合板の生産を継続することは、コスト

的に採算が合わないと判断したため、稼働を停止することといたしました。



　これに伴い、当社製品の基材として使用する合板は、全面的に海外からの輸入に切り替えるこ

とになります。

３．閉鎖事業所の従業員および保有資産の取扱いについて

　閉鎖事業所の従業員については、残務整理を行う若干名を除き、原則として停止期日をもって

全員解雇いたします。そのうえで、引き続き就業を希望する人に対しては、他事業所の補充人員

の範囲内で再雇用していく方針であります。

　なお、退職にあたっては、当社の基準退職金に加え、一定の乗率による加算退職金を支給いた

します。これによる退職金の支給総額は 384 百万円（基準退職金 319 百万円、加算退職金 65 百

万円）になる見込みですが、基準退職金部分についてはすべて適格退職年金制度に移行している

ため、新たな資金負担はありません。

　保有資産については、国内外への売却や社内の他部門への転用を今後検討してまいります。

　なお、工場跡地についても、今後の計画は現段階では具体化しておりません。

４．今 後 の 業 績 見 通 し          

(1) 損益に与える影響

　・加算退職金の支出により、平成 14 年 3 月期に特別損失が約 65 百万円見込まれます。

・ 保有設備（平成 14 年 3 月末予想帳簿価額 715 百万円）については、今後、個別の設備毎に売

却、転用先を検討することになりますので、現段階では具体的な数値予測は困難であり、平

成 14 年 3 月期の業績見通しには処分に係わる損益は見込んでおりません。

・ 合板製造工場を停止し、海外からの輸入合板に切り替えることにより、人件費及び減価償却

費等の固定費削減が見込まれます。

・ 当該工場は、当社製品の基材として使用する合板を製造する一次加工工程であるため、当社

及び連結グループの生産能力ならびに売上高に影響はありません。

(2) 当期の業績見通し

　平成 14 年 3 月期の業績見通しにつきましては、本日発表の「平成 14 年 3 月期 中間連結決算



短信」及び「平成 14 年 3 月期 中間決算短信」に記載のとおりであります。

                                                                                             

以　上


